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(h)完成(e)加熱(f)菩提樹の灰(g)混合
＊今回の修復ではNQ34の顔面の復元に
使用したが(i)、カモクにはやや流動
性があり、整形中に崩れる箇所が見ら
れた。数日経過しても完壁には乾燥す
ることはなかった。原因として水分の
(i)カモクにて整形多さが考えられるがカモクについては
まだよくわかっていない。日本の錆漆を厚く盛ると膿むように、水分の
量によってはカモクにもそれらが見られたのではないかと思う。
(9Z)
第9回ラオス世界遺産仏像修復プロジェクト報告
5，調査後記
サンプルの収集及び調査は主にビエンチャンで実施し、成分分析の途中
ではあるがベトナム漆への類似が指摘されている。サンプルの成分分析以
前は、原木の外見からミャンマー漆に近いことを予測していたので大変に
興味深い結果だった。現在我々が活動しているルアンプラバンはビエンチャ
ンに比べて北に位置するため、地理的・気候的にタイ北部からミャンマー
に比較的近い。したがってルアンプラバンで使われていた漆は、ミャンマー
漆に近い別種の漆の可能性が考えられる。これらの事を検証する為にも、
ルアンプラバンでの漆の調査は大変重要になってきたと思う。
いずれにしても、ラオス漆の個体数は開発等によって減少してしまい、
今後の調査が危ぶまれている。我々としてはラオスにおいて早急に、三地
域（ラオスは気候・文化的に、北からルアンプラバン地域・ビエンチャン
地域・ジャンパサック地域に分けられる）の調査を必要としている。
ラオスにおける仏像修復活動にとって、伝統的な漆の復活は大変重要で
ある。そのためにもラオス漆の調査研究を今後も続けていかなくてはいけ
ないと思っている。それらを通じて多くのラオス人に漆への興味を持って
もらい、将来的には漆の植樹なども行い修復事業に必要な漆をラオス国内
で確保できればと思っている。
今回の調査では多くの関係諸氏のご指導により、念願のサンプリングを
成功させることができた。心から感謝の意を表したい。
(92）
